
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置 161,605 653.36 247.34 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 57.69 44.41 88.65 2,743 71,311 22.38 3,186.37 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常損益については、「経常収支比率」は100％
を上回り、「累積欠損金」は令和４年度に解消され
発生していません。
　「流動比率」が類似団体平均値より低く、「経費
回収率」も100％を下回っていることから、より一
層の水洗化の普及促進と経費の削減により資金確保
を行う必要があります。
　「企業債残高対事業規模比率」が類似団体平均値
に対し高い状況であるのは、管路施設及び処理施設
の更新事業を実施しているためです。企業債残高の
逓減を図りつつ事業を進めていく必要があります。
　「汚水処理原価」については、類似団体平均値を
下回っていますが、老朽化した処理施設の改修及び
修繕費用が数値を押し上げている状況ですので、現
在、実施している処理施設の長寿命化事業をさらに
推し進め、処理施設修繕費用を低減する必要があり
ます。
　「施設利用率」が低いのは、処理区域の縮小見直
しにより既存施設の処理能力と流入する汚水量との
差が生じていることや、水洗化率が低いためです。
　「水洗化率」は類似団体平均値に対して低い状況
にあります。これは、既存住宅において高齢者世帯
の水洗化が進まないことが原因と考えられます。引
き続き水洗化率の向上を図る必要があります。

　法定耐用年数を経過した管渠施設は現在ありませ
んが、今後発生が見込まれます。「管渠改善率」は
類似団体平均値を下回っています。ストックマネジ
メントに基づき、予算の平準化を図りながら実施し
ていますが、今後も増加する老朽化した管渠の更新
を計画的に実施する必要があります。

　各指標において類似団体平均値との比較で優位
な指標は少ない状況であります。
　水洗化率の向上を図ることで料金収入を増やすと
ともに、更なる経費の削減や財源確保を行うこと
で、企業債残高対事業規模比率、経常収支比率及び
経費回収率の改善を行う必要があります。
　また、老朽化した処理施設の長寿命化により投資
費用の低減を図るとともに、今後増加する老朽化し
た管渠の更新を計画的に進める必要があります。
　経営戦略については、平成28年度に策定し、令和
３年度に改定を行っています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】



経営比較分析表（令和3年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

653.36 248.82 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bd1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

162,572

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常損益については、「経常収支比率」が100％
を下回っており、「累積欠損金」が発生しました。
　「流動比率」が類似団体より低く、「経費回収
率」も100％を下回っていることから、より一層の
水洗化の普及促進と経費の削減により資金確保を行
う必要があります。
　「企業債残高対事業規模比率」が類似団体の平均
値に対し高い状況であるのは、未整備地区の整備を
行っていることと、処理施設の更新事業を実施して
いるためです。企業債残高の逓減を図りつつ事業を
進めていく必要があります。
　「汚水処理原価」については、類似団体の平均値
を下回っていますが、老朽化した処理施設の改修及
び修繕費用が数値を押し上げている状況ですので、
現在、実施している処理施設の長寿命化事業をさら
に推し進め、処理施設修繕費用を低減する必要があ
ります。
　「施設利用率」が低いのは、未整備の区域がまだ
多く残されていることと水洗化率が低いためです。
　「水洗化率」は類似団体の平均値に対して低い状
況にあります。これは、未整備地区の整備を進めて
いること、高齢者世帯の水洗化が進まないことや処
理区内人口の減少が原因と考えられます。引き続き
水洗化率の向上を図る必要があります。

資金不足比率(％)

- 57.46 44.12 89.39 2,743

自己資本構成比率(％)

71,229 22.38 3,182.71 【】 令和3年度全国平均

　法定耐用年数を経過した管渠は現在ありません
が、今後発生が見込まれます。「管渠改善率」は類
似団体の平均値を下回っています。ストックマネジ
メントに基づき、予算の平準化を図りながら実施し
ており、今後も増加する老朽化した管渠の更新を計
画的に実施する必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

　各指標において類似団体の平均値との比較で優位
な指標は少ない状況であります。
　水洗化率の向上を図ることで料金収入を増やすと
ともに、更なる経費の削減や財源確保を行うこと
で、企業債残高対事業規模比率、経常収支比率及び
経費回収率の改善を行う必要があります。
　また、老朽化した処理施設の長寿命化により投資
費用の低減を図るとともに、今後増加する老朽化し
た管渠の更新を計画的に進める必要があります。
　経営戦略については、平成28年度に策定してお
り、令和３年度に改定を行っています。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.12】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】
















